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録
が
授
与
さ
れ
た
。

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
大
中
正
光
福
井
県
医

師
会
長
が
謝
辞
を
述

べ
、
「
受
賞
を
契
機

に
一
層
の
研け

ん
さ
ん鑽
に
努

め
る
」
と
す
る
と
と

も
に
、「
医
療
の
進
歩

を
止
め
る
こ
と
な
く
、

わ
が
国
の
優
れ
た
皆

保
険
制
度
を
維
持
す

る
た
め
、
日
医
は
多

く
の
こ
と
を
提
言
し

て
い
る
が
、
そ
の
活

動
は
医
療
を
担
う
者

し
か
な
し
得
な
い
。

そ
の
ご
努
力
に
深
謝

し
、
全
面
的
に
応
援

す
る
」
と
述
べ
た
。

表
彰
式
終
了
後
に

は
、
日
本
医
師
会
医

学
賞
受
賞
者
に
よ
る

「
２
光
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
と

光
操
作
法
に
よ
る
大
脳
シ
ナ

プ
ス
の
研
究
」
（
河
西
春
郎

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
疾
患
生
命
工
学
セ
ン
タ

ー
教
授
）、「
日
本
に
お
け
る

循
環
器
疾
患
治
療
の
エ
ビ
デ

ン
ス
」
（
小
川
久
雄
国
立
循

環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事

長
）
、「
重
症
心
不
全
に
対
す

る
世
界
初
の
心
筋
再
生
医
療

製
品
『
ハ
ー
ト
シ
ー
ト
』
の

開
発
」
（
澤
芳
樹
大
阪
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
長
・

医
学
部
長
・
教
授
）
の
３
講

演
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、

久
史
麿
日
本
医

学
会
長
が
、
日
本
医
師
会
医

学
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

15
名
の
研
究
概
要
を
紹
介

し
、
大
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

な
お
、
白
寿
会
員
53
名
、

米
寿
会
員
９
９
４
名
の
慶
祝

者
に
は
、
更
な
る
長
寿
を
祈

念
し
て
、
後
日
、
銀
盃
が
贈

呈
さ
れ
た
。

日本医師会最高優功賞
◇在任6年日本医師会役員
石井　正三（福　島）（10年）
◇在任6年都道府県医師会長
大中　正光（福　井）
◇�医学、医術の研究又は地域における医療活
動により、医学、医療の発展又は社会福祉
の向上に貢献し、特に功績顕著なる功労者
（都道府県医師会長推薦）
● �精神保健福祉事業に著しく貢献した功労者
奥山　保男（宮　城）

● �広報活動を通じて医療における県民意識を
高めた功労者
針生　敬三（秋　田）

● �地域の医療・介護・福祉の充実・発展に貢
献した功労者
中村　雅英（福　島）

● �脳卒中・認知症研究及びがん診療に貢献し
た功労者
永積　　惇（東　京）

● �公衆衛生活動及び救急医療体制の充実に貢
献した功労者
新海　　毅（神奈川）

● �在宅医療の推進及び胃がん検診の充実に貢
献した功労者
佐野　正俊（新　潟）

● �母子保健の推進及び周産期医療の充実に著
しく貢献した功労者
浮田　俊彦（石　川）

● �公衆衛生活動及び地域医療連携の推進に貢
献した功労者
川出　靖彦（岐　阜）

● �在宅医療及び災害医療の推進に貢献した功

労者
西城　英郎（三　重）

● �医療・介護保険制度の充実及び大腸がん検
診の促進に貢献した功労者
安達　秀樹（京　都）

● �整形外科医療の発展に著しく貢献した功労者
信原　克哉（兵　庫）

● �地域医療体制の整備及び公衆衛生活動に貢
献した功労者
田中　茂人（岡　山）

● �母子保健及び産科医療に著しく貢献した功
労者
難波　幸一（広　島）

● �医師会活動を通じて看護師養成に著しく貢
献した功労者
鉾石　武一郎（愛　媛）

● �臓器移植医療に著しく貢献した功労者
杉町　圭蔵（福　岡）

● �地域医療の充実及び保健衛生活動に貢献し
た功労者
岩切　　孔（鹿児島）

● �保健衛生活動を通じて麻疹撲滅に著しく貢
献した功労者
知念　正雄（沖　縄）

日本医師会会長特別表彰者
● �若年者の心疾患及び生活習慣病の早期発
見・予防に著しく貢献した功労者
北村　惣一郎（大　阪）

日本医師会優功賞
◇在任10年日本医師会代議員
沖　　一郎（北海道）
古屋　聖兒（北海道）

◇在任10年日本医師会委員会委員
藤原　秀俊（北海道）

◇都道府県医師会長退任者
小田　悦郎（山　口）

日本医師会医学賞
● �2光子イメージングと光操作法による大脳
シナプスの研究
河西　春郎（東大疾患生命工学センター）

● �日本における循環器疾患治療のエビデンス
小川　久雄（国立循環器病研究センター）

● �重症心不全に対する世界初の心筋再生医療
製品「ハートシート」の開発
澤　　芳樹（阪大・心臓血管外科学）

日本医師会医学研究奨励賞
● �遺伝統計学による新しい疾患ゲノム創薬の
枠組みの構築
岡田　随象（阪大・遺伝統計学）

● �交感神経による適応免疫応答の概日リズム
形成機構
鈴木　一博（阪大免疫学フロンティア研究
センター）

● �大腸がん幹細胞の機能的な同定と新しい治
療法開発
佐藤　俊朗（慶大・消化器内科学）

● �メタボリックシンドロームの病態形成にお
ける臓器間神経ネットワークの意義の解明
と治療応用法の開発
宇野　健司（東北大・糖尿病代謝内科学）

● �HMG-CoA還元酵素阻害薬による移植心
の冠動脈内膜肥厚抑制効果の解析
内山　雅照（帝京大・循環器外科学）

● �電算化データを用いた認知症・生活習慣病
判定のアルゴリズム開発とダイナミックコ
ホート研究への応用
山岸　良匡（筑波大・公衆衛生学・生活習
慣病予防・疫学）

● �血管内皮の恒常性維持機構破綻がもたらす
臓器線維化機構の解明
金㟢　啓造（金沢医大・糖尿病内分泌内科学）

● �蛋白凝集に焦点を当てたアルツハイマー病
の病態解明と予防・治療薬開発
小野　賢二郎（昭和大・神経内科学）

● �CDC42変異により発症する新規疾患
Takenouchi-Kosaki症候群の病態解明
武内　俊樹（慶大・小児科学）

● �胃癌腹膜播種に対する特異的分子標的治療
薬及びコンパニオン診断法の開発
神田　光郎（名大・消化器外科学）

● �難治性四肢潰瘍患者を対象とした新世代型
血管・組織再生治療の開発
田中　里佳（順天堂大・形成外科学）

● �婦人科がんにおけるがん免疫逃避機構の解
明と新規治療法の開発
濵西　潤三（京大・産婦人科学）

● �副腎性クッシング症候群における新規腫瘍
マーカーの臨床応用
前川　滋克（東大・泌尿器科学）

● �精子幹細胞の分化メカニズムの解明と男性
不妊症治療への臨床応用
水野　健太郎（名市大・腎・泌尿器科学）

● �緑内障眼の房水に含まれるサイトカイン可
溶性受容体が緑内障病態および緑内障手術
成績に与える影響の検討
井上　俊洋（熊本大・眼科学）

白寿会員
大村　茂夫（北海道）
	 他52名

米寿会員
吉尾　喜美子（北海道）
	 他993名
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冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
横
倉
義
武
会
長
は
、
受
賞

者
の
多
大
な
る
功
績
に
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
「
本

年
は
、
大
日
本
医
師
会
が
医

師
の
全
国
組
織
と
し
て
大
正

５
年
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
１

０
０
年
目
に
当
た
る
。
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
医

師
が
学
術
専
門
団
体
で
あ
る

医
師
会
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
す
る
と
い
う
使
命
と
伝
統

を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
」
と
強
調
。

３
期
目
の
執
行
部
で
は
、

か
か
り
つ
け
医
を
中
心
と
し

た
「
ま
ち
づ
く
り
」
、
将
来

の
医
療
を
担
う
「
人
づ
く

り
」
、
医
療
政
策
を
リ
ー
ド

し
続
け
る
強
い
医
師
会
へ
の

「
組
織
づ
く
り
」
を
基
本
方

針
に
掲
げ
て
医
療
再
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
し
、
引
き

続
き
の
協
力
を
求
め
た
。

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
し
た
塩
崎
恭
久
厚

生
労
働
大
臣
（
神
田
裕
二
医

政
局
長
代
読
）
は
、
受
賞
者

の
日
頃
の
精
励
に
敬
意
を
表

し
、
本
医
学
大
会
の
意
義
を

称
え
た
上
で
、
「
先
の
世
界

医
師
会
総
会
に
お
い
て
、
横

倉
会
長
が
次
期
世
界
医
師
会

長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。

横
倉
会
長
の
指
導
力
に
よ

り
、
日
本
と
世
界
の
保
健
医

療
水
準
が
共
に
向
上
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、

受
賞
者
に
対
し
て
、
横
倉
会

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
目

第69回日本医師会設立記念医学大会
長きにわたり、医学・医療の発展に
　　　　　　　　　      貢献してきた功労者を顕彰

　第69回日本医師会設立記念医学大会が11月1日、日医会館大講堂
で盛大に開催され、日本医師会最高優功賞、優功賞、医学賞、医学
研究奨励賞の授与と、併せて長寿会員慶祝者の紹介、医学賞受賞者
による記念講演が行われた（関連記事6～ 7面参照）。
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年
10
月
の
シ
カ
ゴ
総
会
に
お

い
て
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
会
長
に
就
任

す
る
。

ま
た
、
新
会
長
に
は
ケ
タ

ン
・
デ
サ
イ 

イ
ン
ド
医
師

会
元
会
長
が
、
財
務
担
当
役

員
に
は
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
デ

ィ
ア
デ
ン
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
（
イ

ギ
リ
ス
医
師
会
）
が
そ
れ
ぞ

れ
就
任
し
た
。

総
会
に
は
日
医
か
ら
、
横

倉
会
長
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
）
、

松
原
謙
二
副
会
長
（
Ｗ
Ｍ
Ａ

理
事
）
、
道
永
麻
里
常
任
理

事
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
）
、
学
術

集
会
講
師
と
し
て
渋
谷
健
司

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
国
際
保
健
政
策
学
教
授

が
出
席
し
た
他
、

畔
柳
達
雄
参
与
、

村
田
真
一
弁
護

士
、
日
本
医
師
会

Junior 
Doctors 

Network

（
Ｊ

Ｍ

Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
）
か

ら
三
島
千
明
、
岡

本
真
希
、
加
藤
大

祐
、
鈴
木
航
太
各

医
師
が
参
加
し

た
。全

体
の
参
加
者

は
、
58
加
盟
国
医

師
会
及
び
赤
十
字

国
際
委
員
会
等
約

３
０
０
名
で
、
そ

の
う
ち
日
本
か

ら
は
日
医
代
表

団
他
、
福
岡
県

医
師
会
を
中
心

に
総
勢
38
名
で

あ
っ
た
。

議
事
で
は
、

「
シ
リ
ア
に
お

け
る
医
療
施
設

及
び
医
療
従
事

者
の
保
護
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ

緊
急
決
議
」
が
採
択
さ
れ
た

他
、
「
ヘ
ル
ス
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
バ
イ
オ
バ
ン
ク
に
関
す

る
倫
理
的
考
察
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
宣
言
」
が
「
台
北
宣
言
」

と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

21
日
の
総
会
式
典
で
は
台

湾
の
蔡
英
文
総
統
に
よ
る
歓

迎
の
辞
が
、
22
日
の
公
式
晩ば

ん

餐さ
ん

会
で
は
陳
建
仁
副
総
統
に

よ
る
あ
い
さ
つ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
た
。

学
術
集
会
は
「
医
療
制
度

の
持
続
可
能
性
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
、
林
奏
延
台
湾
保

健
大
臣
に
よ
る
基
調
講
演
に

続
き
、
渋
谷
東
大
教
授
に
よ

横
倉
会
長
は
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
次

期
会
長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
10
月
26
日
に
記

者
会
見
を
行
い
、
自
身
及
び

日
医
に
と
っ
て
大
変
な
名
誉

と
し
た
上
で
、
「
こ
の
重
責

を
果
た
す
た
め
、
よ
り
一
層

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
職
務

に
臨
む
強
い
決
意
を
新
た
に

し
た
」
と
述
べ
、
次
の
よ
う

に
抱
負
を
語
っ
た
。

同
会
長
は
ま
ず
、
（
１
）

日
医
が
、
日
本
の
あ
ら
ゆ
る

医
師
を
代
表
す
る
団
体
と
し

て
、
政
府
・
与
党
と
時
に
は

激
論
を
戦
わ
せ
な
が
ら
も
緊

密
な
関
係
を
保
持
し
つ
つ
、

国
民
に
適
切
な
医
療
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
日
本
の
医
療

を
正
し
い
方
向
に
導
く
よ
う

に
努
め
て
い
る
こ
と
は
、
Ｗ

Ｍ
Ａ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
多

く
の
医
師
会
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
る
、
（
２
）
加
盟

医
師
会
の
中
で
、
日
医
の
よ

う
に
政
府
と
直
接
対
話
の
で

き
る
医
師
会
は
少
な
く
、
特

に
ア
フ
リ
カ
諸
国
や
ア
ジ
ア

の
途
上
国
の
医
師
会
に
と
っ

て
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
へ
の
加
盟
は
自

国
の
医
療
を
守
る
た
め
の
手

段
の
一
つ
で
あ
り
、
Ｗ
Ｍ
Ａ

の
活
動
、
発
信
す
る
宣
言
、

決
議
、
声
明
に
頼
り
、
期
待

し
、
支
援
を
求
め
て
い
る
状

況
に
あ
る

─
こ
と
な
ど
を

説
明
。

そ
の
上
で
、
「
日
医
会
長

が
Ｗ
Ｍ
Ａ
会
長
を
務
め
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
医

師
会
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
、
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、対
処
し
て
い
き
た
い
」

と
し
た
。

一
方
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
と
と
も
に
、

地
球
規
模
で
の
医
療
界
を
取

り
巻
く
数
多
く
の
問
題
が
国

境
を
越
え
て
立
ち
は
だ
か
る

中
、
そ
の
解
決
の
原
動
力
と

し
て
Ｗ
Ｍ
Ａ
が
果
た
し
て
き

た
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、

Healthcare 
in 

Danger

（
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
医

療
）、Climate Change

（
気

候
変
動
）、
そ
し
てSocial 

Determinants of Health

（
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
）

等
、
喫
緊
の
課
題
へ
の
Ｗ
Ｍ

Ａ
と
し
て
の
取
り
組
み
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。

ま
た
来
年
９
月
に
、「Ter-

minal Illness of Aging

（
高
齢
者
の
終
末
期
医
療
）」

を
テ
ー
マ
に
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ

会
長
と
し
て
東
京
総
会
を
主

催
す
る
こ
と
を
報
告
。
関
連

す
る
既
存
文
書
の
見
直
し
の

過
程
で
ア
ジ
ア
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い

と
し
た
上
で
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ

の
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ

せ
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
と
の
関
わ
り
を

一
層
緊
密
な
も
の
と
し
、
ア

ジ
ア
大
洋
州
地
域
の
医
師
の

声
が
Ｗ
Ｍ
Ａ
に
届
く
よ
う
努

め
る
こ
と
は
、
両
団
体
の
活

動
に
深
く
携
わ
る
日
医
会
長

と
し
て
の
大
き
な
使
命
で
あ

る
と
し
た
。

更
に
、
同
会
長
は
日
医
会

長
３
期
目
の
所
信
表
明
に
お

い
て
、
「
国
民
の
健
康
寿
命

を
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
ま

で
押
し
上
げ
て
き
た
わ
が
国

の
優
れ
た
医
療
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
世
界
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
高
齢
社
会
を

〝
安
心
〟
へ
と
導
く
モ
デ
ル

と
し
て
発
信
す
る
こ
と
で
、

世
界
中
の
人
々
の
幸
福
の
実

現
に
貢
献
し
た
い
」
と
の
思

い
を
述
べ
た
こ
と
に
言
及
。

世
界
の
地
域
に
は
、
各
国
固

有
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
問
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｗ
Ｍ
Ａ

と
し
て
も
、
医
療
分
野
に
お

け
る
広
範
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
た
。

そ
の
他
、
将
来
の
医
療
を

見
据
え
、
時
代
の
要
請
に
応

じ
た
若
手
医
師
の
育
成
と
環

境
整
備
は
非
常
に
重
要
だ
と

し
て
、
Ｗ

Ｍ

Ａ
─

Ｊ

Ｄ
Ｎ

（World Medical Associ-

ation 
Junior 

Doctors 

Network

）
を
通
し
て
、
若

手
医
師
の
活
動
を
し
っ
か
り

と
支
え
て
い
き
た
い
と
の
考

え
を
示
し
た
。

最
後
に
、
同
会
長
は
、「
全

て
の
人
々
が
安
心
し
て
健
康

的
な
生
活
が
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
医
師
の
使
命

だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
世
界

中
の
医
師
達
が
Ｗ
Ｍ
Ａ
を
通

じ
て
緊
密
な
連
携
を
保
つ
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
Ｗ
Ｍ

Ａ
の
存
在
感
を
で
き
る
だ
け

高
め
、
そ
の
活
動
が
更
に
周

知
さ
れ
、
よ
り
大
き
な
成
果

が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
と
の
決
意
を
明
ら

か
に
し
た
。

次
期
世
界
医
師
会
長
と
し
て

 

広
範
な
課
題
に
取
り
組
む

決
意
を
示
す

る
「
高
齢
化
社
会

で
の
医
療
の
持
続

可
能
性
、
世
界
的

観
点
か
ら
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ

れ
た
（
写
真
下
）。

そ
の
他
、
準
会

員
会
議
で
は
、
提

出
文
書
の
検
討
及

び
前
会
長
・
議
長

活
動
報
告
、
Ｊ
Ｄ

Ｎ
報
告
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
総
会

前
の
Ｊ
Ｄ
Ｎ
役
員
選
挙
に
お

い
て
、
〝Membership 

Of-

ficer

〟 

に
三
島
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ

Ｄ
Ｎ
副
代
表
が
再
選
さ
れ

た
。会

期
中
に
は
、
ア
ジ
ア
大

洋
州
医
師
会
連
合
（
Ｃ
Ｍ
Ａ

Ａ
Ｏ
）
の
懇
談
会
（
12
加
盟

医
師
会
約
50
名
が
参
加
）
が

行
わ
れ
た
他
、
韓
国
医
師
会

と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

な
お
、
今
回
の
総
会
で
の

新
規
加
盟
申
請
は
な
く
、
加

盟
医
師
会
数
は
１
１
２
と
な

っ
て
い
る
。

総
会
で
の
主
な
議
決
事
項

（
１
）
採
択
文
書

緊
急
決
議
：
「
シ
リ
ア
に

お
け
る
医
療
施
設
及
び
医
療

従
事
者
の
保
護
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
緊
急
決
議
」

医
の
倫
理
関
係
：
「
ヘ
ル

ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
バ
イ
オ

バ
ン
ク
に
関
す
る
倫
理
的
考

察
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
宣
言
」

（
「
台
北
宣
言
」
と
し
て
採
択
）

社
会
医
学
関
係
：
「
高
齢

化
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
」

「
国
際
医
療
選
択
科
目
に
お

け
る
倫
理
的
考
慮
事
項
に
関

す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
」
「
ジ
カ

世
界
医
師
会
（
以
下
Ｗ
Ｍ

Ａ
）
台
北
総
会
が
、
台
湾
の

台
北
市
に
お
い
て
10
月
19
日

か
ら
22
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
。

今
回
の
総
会
で
特
記
す
べ

き
は
、
22
日
の
総
会
本
会
議

に
お
け
る
選
挙
に
よ
り
横
倉

義
武
会
長
が
Ｗ
Ｍ
Ａ
次
期
会

長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
次
期
会
長
選
へ
の
立
候

補
は
、
横
倉
会
長
の
他
、
中

国
医
師
会
、
ク
ロ
ア
チ
ア
医

師
会
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
医
師

会
か
ら
の
３
名
で
あ
っ
た
。

横
倉
会
長
は
、
１
年
間
次

期
会
長
を
務
め
、
２
０
１
７

世界医師会（WMA）台北総会

横倉会長が世界医師会次期会長に
                                   選出される

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
声
明
」
「
難
民
と
移
民

に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
会
決

議
」
「
産
業
・
環
境
保
健
と

安
全
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
側

面
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
」

「
子
ど
も
の
肥
満
に
関
す
る

Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
」
「
化
石
燃
料

へ
の
投
資
撤
回
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
声
明
」
「
医
療
そ
の
他

の
基
幹
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
声
明
」

（
２
）
今
後
の
会
議
開
催
日

程
２
０
１
７
年
：
理
事
会
４

月
20
～
22
日
リ
ビ
ン
グ
ス
ト

ン
（
ザ
ン
ビ
ア
）、
総
会
10

月
11
～
14
日
シ
カ
ゴ（
米
国
）

２
０
１
８
年
：
理
事
会
４

月
リ
ガ
（
ラ
ト
ビ
ア
）、
総

会
10
月
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
（
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
）

２
０
１
９
年
：
総
会
10
月

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル（
ト
ル
コ
）

２
０
２
０
年
：
総
会
10
月

ト
ビ
リ
シ
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）

横倉会長

左からケタン・デサイWMA会長、横倉WMA次期会長、
サー・マイケル・マーモットWMA前会長

講演を行う渋谷教授
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横
倉
義
武
会
長
は
10
月
31

日
、
尾
﨑
治
夫
東
京
都
医
師

暑さ指数
WBGT：Wet Bulb Globe Temperature

（湿球黒球温度）。人体と外気との熱のやり
取り（熱収支）に着目した指標。湿度、日射・
輻射など周囲の熱環境、気温の3つを取り
入れている。

キーワード

会
長
と
共
に

厚
生
労
働
省

を
訪
れ
、
２

０
２
０
年
開

催
の
東
京
オ

リ

ン

ピ

ッ

ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に

お
け
る
熱
中

症
等
対
策
に

関
し
て
別
掲

の
５
項
目
の

実
現
を
求
め

る

要

望

書

を
、
塩
崎
恭

久
厚
労
大
臣

に
直
接
手
渡
し
た
。

会
談
で
は
、
尾
﨑
都
医
会

長
が
資
料
を
基
に
要
望
書
の

内
容
を
説
明
。
「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
日
本
体
育
協
会
の
『
熱

中
症
予
防
の
た
め
の
運
動
指

針
』
の
基
準
で
は
運
動
が
原

則
禁
止
さ
れ
る
よ
う
な
環
境

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
」
と
述
べ
、
熱
中
症
対

策
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

ま
た
、
気
温
だ
け
で
は
な

く
湿
度
や
周
囲
の
熱
環
境
も

取
り
入
れ
た
指
標
で
あ
る

「
暑
さ
指
数
」
を
考
慮
し
た

対
策
や
、
多
数
の
外
国
人
観

光
客
の
訪
日
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
救
急
搬
送
体
制
の
充

実
等
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
塩
崎
厚

労
大
臣
は
、
「
東
京
都
と
も

連
携
し
、
対
応
を
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
応
じ
た
。

更
に
、
横
倉
会
長
と
尾
﨑

都
医
会
長
は
、
屋
内
等
の
禁

煙
対
策
に
つ
い
て
も
言
及
。

わ
が
国
の
現
状
は
欧
米
等
先

進
諸
国
か
ら
大
き
く
遅
れ
を

委
員
会
の
冒
頭
で
あ

い
さ
つ
し
た
横
倉
義
武

会
長
は
、
本
委
員
会
に

つ
い
て
、
「
国
民
の
医

療
に
対
す
る
思
い
や
願

い
に
寄
り
添
い
、
国
民

と
共
に
歩
み
続
け
る
組

織
の
在
り
方
を
、
日
医

の
設
立
か
ら
１
０
０
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
る

中
で
、
改
め
て
考
え
て

い
く
必
要
性
を
感
じ
て

い
た
。
そ
ん
な
折
に
、

本
庶
佑
京
都
大
学
名
誉

教
授
と
お
会
い
す
る
機

会
を
得
て
、
そ
の
思
い
を
共

有
す
る
中
で
、
本
委
員
会
の

設
置
が
実
現
す
る
こ
と
に
な

っ
た
」
と
説
明
。
「
医
師
会

の
次
の
１
０
０
年
に
向
け

て
、
大
所
高
所
か
ら
ご
議
論

頂
き
、
医
師
の
専
門
家
集
団

と
し
て
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
貴
重
な
ご
提
言
を
賜
り

た
い
」
と
述
べ
、
そ
の
成
果

に
期
待
感
を
示
し
た
。

引
き
続
き
、
横
倉
会
長
が

委
員
長
に
本
庶
京
大
名
誉
教

授
を
、
副
委
員
長
に
医
師
会

の
組
織
強
化
に
向
け
た
検
討

を
担
当
し
て
き
た
今
村
聡
副

会
長
を
そ
れ
ぞ
れ
指
名
。
各

委
員
の
自
己
紹
介
の
後
、
議

事
に
移
り
、
今
村
副
会
長
か

ら
、
団
体
の
在
り
方
に
係
る

日
医
の
検
討
の
経
緯
に
関
す

る
説
明
が
行
わ
れ
た
。

同
副
委
員
長
は
、
①
日
医

に
は
全
医
師
の
約
55
％
が
加

入
し
て
い
る
が
、
郡
市
区
等

医
師
会
の
み
に
加
入
し
て
い

る
人
と
の
差
は
約
２
・
５
万

人
あ
る
②
都
道
府
県
に
よ
っ

て
、
郡
市
区
等
医
師
会
加
入

割
合
と
日
医
へ
の
加
入
割
合

は
異
な
る

─
こ
と
な
ど
、

医
師
会
の
現
状
を
報
告
。
ま

た
、
団
体
の
在
り
方
に
関
し

て
は
、
平
成
14
年
の
自
浄
作

用
活
性
化
委
員
会
か
ら
、
平

成
26
年
の
医
師
会
組
織
強
化

検
討
委
員
会
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
設
け
て
議
論
を

行
っ
て
き
た
と
し
た
。

そ
の
後
は
、
初
会
合
と
い

う
こ
と
で
、
医
師
偏
在
の
解

消
に
向
け
て
日
医
は
ど
の
よ

う
な
活
動
を
す
べ
き
か
な
ど

を
中
心
に
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
は
、
「
医
師
偏

在
の
背
後
に
あ
る
医
学
教
育

の
問
題
も
議
論
す
べ
き
」「
医

師
偏
在
に
関
し
て
は
国
民
が

不
安
を
持
っ
て
お
り
、
日
医

が
主
体
的
に
問
題
解
決
に
向

け
て
提
言
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
」
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
た
。

今
後
は
、
平
成
29
年
春
の

最
終
報
告
の
取
り
ま
と
め
を

目
指
し
て
議
論
を
続
け
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

と
っ
て
い
る
と
し

て
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

た
施
策
の
推
進
を

要
望
し
た
。

ま
た
、
横
倉
会

長
は
、
10
月
22
日

の
世
界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）

台
北
総
会
に
お
い
て
Ｗ
Ｍ
Ａ

次
期
会
長
に
選
出
さ
れ
た
こ

と
を
報
告
。
塩
崎
厚
労
大
臣

か
ら
祝
福
と
激
励
を
受
け
た
。

な
お
、
横
倉
会
長
並
び
に

尾
﨑
都
医
会
長
は
、
後
日
、

同
様
の
趣
旨
の
要
望
書
を
、

松
野
博
一
文
部
科
学
大
臣
、

医
師
の
団
体
の
在
り
方
検

討
委
員
会
の
初
会
合
が
10
月

横
倉
会
長
・
尾
﨑
都
医
会
長

塩
崎
厚
生
労
働
大
臣
に

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る

            
熱
中
症
等
対
策
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出

2020年東京オリンピック・	
パラリンピック競技大会	

熱中症等対策に関する要望項目

一、�オリンピック・パラリンピック開催期間中の熱中症
等の対策には、救急搬送、医療やメディア等のさま
ざまな分野の関係者が参画し、徹底的に検討を行い、
十分かつ確実な体制を構築すること。

一、�オリンピック・パラリンピック開催期における熱中
症等の対策は、選手・関係者や観客だけではなく、一
般の患者も含めた全体的な視点に立って行うこと。

一、�オリンピック・パラリンピック関係機関・団体は、
東京都医師会始め関係都道府県医師会や郡市区医師
会との連携を密にすること。

一、�訪日外国人が適切に医療を受けられる環境を整備す
ること。

一、�障害者（児）やその家族等の健康管理に十分配慮す
ること。

医師の団体の在り方検討委員会が初会合
医師の専門家集団として
 自律性を発揮するための団体の在り方等について
                                             検討を開始

医
師
の
団
体
の
在
り
方
検
討
委
員
会

本
庶
　
　
佑	（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

小
玉
　
弘
之	（
秋
田
県
医
会
長
）

空
地
　
顕
一	（
兵
庫
県
医
会
長
）

尾
身
　
　
茂	〔�

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
）
理
事
長
〕

森
山
　
　
寛	（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
名
誉
教
授
）

栄
畑
　
　
潤	（�

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
株
式

会
社
顧
問
）

渡
辺
　
俊
介	（
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
教
授
）

幸
田
　
正
孝	（�

医
療
経
済
研
究
・
社
会
保
険
福
祉
協

会
顧
問
）

堺
　
　
常
雄	（
日
病
会
長
）

西
澤
　
寛
俊	（
全
日
病
会
長
）

立
谷
　
秀
清	（
相
馬
市
長
）

門
脇
　
　
孝	（
日
本
医
学
会
幹
事
）

中
川
　
俊
男	（
日
医
副
会
長
）

今
村
　
　
聡	（
日
医
副
会
長
）

松
原
　
謙
二	（
日
医
副
会
長
）

今
村
　
定
臣	（
日
医
常
任
理
事
）

専
門
委
員

畔
柳
　
達
雄	（
日
医
参
与
・
弁
護
士
）

奥
平
　
哲
彦	（
日
医
参
与
・
弁
護
士
）

手
塚
　
一
男	（
日
医
参
与
・
弁
護
士
）

【
今
村
副
会
長
・
総
務
課
】

31
日
、
日
医
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。

本
委
員
会
は
、
医
師
偏
在

解
消
の
議
論
が
急
速
に
進
め

ら
れ
る
中
で
、
医
師
の
偏
在

解
消
を
含
む
今
後
の
医
療
問

題
に
対
し
、
医
師
の
専
門
家

集
団
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形

で
自
律
性
を
発
揮
し
て
い
く

の
か
、
医
師
の
団
体
と
し
て

の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

丸
川
珠
代
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
担
当
大

臣
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知

事
ら
に
も
提
出
し
た
。
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て
い
た
。

今
回
公
表
し
た
共
同
声
明

は
、
同
指
針
を
無
視
す
る
形

で
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
を
実
施
す
る
医

療
機
関
・
検
査
機
関
が
あ
る

と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
受
け
て
、
急

き
ゅ
う
き
ょ遽

、
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
３
つ
の
事
項
（
別
掲
）

を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。当

日
の
記
者
会
見
に
は
、

横
倉
義
武
会
長
、

久
史
麿

日
本
医
学
会
長
、
藤
井
知
行

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
理
事

長
、
木
下
勝
之
日
本
産
婦
人

科
医
会
長
、
福
嶋
義
光
日
本

医
学
会
「
遺
伝
子
・
健
康
・

社
会
」
検
討
委
員
会
委
員
長

ら
が
そ
ろ
っ
て
出
席
。

横
倉
会
長
は
、
「
ゲ
ノ
ム

情
報
は
極
め
て
機
微
性
の
高

い
個
人
情
報
で
あ
り
、
必
ず
、

検
査
を
受
け
る
方
へ
の
遺
伝

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
体
制
整

備
の
下
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
認
識
を
示

し
た
上
で
、
日
医
と
し
て
、

会
員
に
対
し
「
医
師
の
職
業

倫
理
指
針
」
を
遵

じ
ゅ
ん
し
ゅ守
し
た
診

療
行
為
を
行
う
よ
う
徹
底
し

て
い
き
た
い
と
し
た
。

久
日
本
医
学
会
長
は
、

平
成
25
年
の
共
同
声
明
後
、

直
ち
に
、
日
本
医
学
会
「
遺

伝
子
・
健
康
・
社
会
」
検
討

委
員
会
の
下
に
「
母
体
血
を

用
い
た
出
生
前
遺
伝
学
的
検

査
」
施
設
認
定
・
登
録
部
会

を
設
置
し
、
平
成
28
年
11
月

２
日
現
在
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
に
関

す
る
臨
床
研
究
施
設
と
し
て

認
定
さ
れ
た
全
国
76
施
設
に

お
い
て
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
が
８
６
３

１
例
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

今
般
、
施
設
認
定
・
登
録

を
受
け
て
い
な
い
医
療
機

10
月
26
日

■■■■■■■■

小
児
在
宅
ケ
ア

検
討
委
員
会
を
設
置

松
本
吉
郎
常
任
理
事
は
、

小
児
の
在
宅
医
療
に
つ
い
て

課
題
の
整
理
と
対
応
、
方
策

を
検
討
し
、
国
や
関
係
各
方

面
に
提
言
を
行
う
た
め
、
会

内
に
「
小
児
在
宅
ケ
ア
検
討

委
員
会
」
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
）
を
立
ち
上
げ
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
委
員
会

設
置
の
背
景
に
つ
い
て
、「
周

産
期
や
小
児
医
療
の
進
展
、

現
場
の
尽
力
に
よ
り
小
児
の

死
亡
率
が
減
少
す
る
一
方
、

低
出
生
体
重
児
や
、
障
害
や

慢
性
疾
患
を
伴
い
、
長
期
の

療
養
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

達
が
増
加
し
て
い
る
」
「
在

宅
療
養
に
移
行
し
た
小
児
に

つ
い
て
も
、高
齢
者
と
同
様
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
受
け
入
れ
体
制
の
充

実
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
」

と
説
明
。

そ
の
上
で
「
本
委
員
会
を

起
点
と
し
て
、
何
よ
り
も
患

者
・
家
族
に
対
し
て
、
日
医

と
し
て
し
っ
か
り
と
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
委

員
会
の
議
論
を
、
患
者
や
そ

の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

委
員
会
は
、
10
名
の
委
員

で
構
成
し
、
今
年
度
は
委
員

か
ら
の
各
地
域
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
や
、
行
政
も
含
め

た
関
係
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
を
行
い
、
論
点
を
整
理
す

る
。
平
成
29
年
度
は
、
各
都

道
府
県
で
の
医
療
計
画
の
策

定
も
見
据
え
な
が
ら
議
論

し
、
答
申
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
。

主
な
論
点
と
し
て
は
、

（
１
）
小
児
の
在
宅
医
療
に

対
応
す
る
医
療
機
関
の
拡
充

や
人
材
育
成
に
向
け
た
方

策
、
（
２
）
小
児
の
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
あ
り

方
、
（
３
）
都
道
府
県
医
師

会
や
郡
市
区
医
師
会
の
役
割

─
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。

関
・
検
査
機

関
が
「
母
体

血
を
用
い
た

新
し
い
出
生

前
遺
伝
学
的

検

査
」
（
以

下
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｔ
）
を
実
施

し
て
い
る
と

の
報
道
を
受

け
て
、
日
医

は

11

月

２

日
、
日
本
医

学
会
、
日
本

産
科
婦
人
科

学
会
、
日
本

産
婦
人
科
医

会
及
び
日
本

人
類
遺
伝
学

会
と
共
に
記

者
会
見
を
行

い
、
「
Ｎ

Ｉ

Ｐ
Ｔ
は
一
定

の
倫
理
的
制

御
を
も
っ
て

行
わ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
今
回
の
状
況
は

極
め
て
遺
憾
で
あ
る
」
旨
を

示
し
た
共
同
声
明
を
公
表
し

た
。Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
が
策

定
し
た
「
母
体
血
を
用
い
た

新
し
い
出
生
前
遺
伝
学
的
検

査
の
指
針
」
（
平
成
25
年
３

月
９
日
）
の
公
表
を
受
け
て
、

同
日
、
今
回
記
者
会
見
を
行

っ
た
５
団
体
が
同
指
針
を

遵
じ
ゅ
ん
し
ゅ守

す
べ
き
で
あ
る
と
の
共

同
声
明
を
発
表
。
ま
ず
は
臨

床
研
究
と
し
て
、
日
本
医
学

会
臨
床
部
会
運
営
委
員
会

「
遺
伝
子
・
健
康
・
社
会
」

検
討
委
員
会
の
下
に
設
置
す

る
「
母
体
血
を
用
い
た
出
生

前
遺
伝
学
的
検
査
」
施
設
認

定
・
登
録
部
会
で
認
定
・
登

録
さ
れ
た
施
設
に
お
い
て
、

慎
重
に
開
始
す
る
こ
と
、
ま

た
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

『
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
・
遺
伝
子
解

析
研
究
に
関
す
る
倫
理
指

針
』
『
医
療
に
お
け
る
遺
伝

学
的
検
査
・
診
断
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
に
則
っ
て

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し

「母体血を用いた
   新しい出生前遺伝学的検査」の実施について
                          5団体による共同声明を公表

日医・日本医学会並びに関係学会・医会による合同記者会見「母体血を用いた新しい出生前遺伝学的検査」 
についての共同声明要望事項

1．�「母体血を用いた出生前遺伝学的検査」施設
認定・登録部会での認定を受けずに当該検査
を実施している医療機関や医療従事者、また
受諾して検査を請け負っている検査機関や仲
介業者等は、いずれも直ちに検査の受諾及び
実施を中止すべきである。

2．�出生前診断の実施に際しては、十分な遺伝カ
ウンセリングが行われることが必要であり、
私達は、わが国における遺伝カウンセリング
体制のより一層の普及と充実、医療従事者へ
の教育、及び国民に対する啓発活動に尽力す
る所存である。

3．�今回のような極めて遺憾な事態の出来を受け、
これの沈静化を図り、また今後、類似の事案
の再発を防ぐためにも、私達は出生前に行わ
れる遺伝学的検査等の医療技術の利用のあり
方については、日本産科婦人科学会のみでの
対応では限界がある点に鑑み、日本医学会に
所属する全ての学会は、それぞれの学会に所
属する会員への監督を適正に行い、また日本
医師会に所属する全ての会員は指針等を遵

じゅんしゅ

守
するよう求める。

ニ チ イ リ ブ

「日医Lib」電子書籍
アプリ

配信
コンテンツ
拡大中！

　電子書籍配信サービス「日医Lib（日本医師会e-Library）」
では、都道府県医師会報の配信も始まりました。
　ＰＣ用・スマホ用アプリのダウンロードやユーザー登録の方
法など、本サービスの詳細は日医Libポータルサイト（http://
jmalib.med.or.jpまたは“日医Lib”で検索）をご参照下さい。

を
報
告
。

そ
の
上
で
、
今
回
、
報
道

さ
れ
た
実
施
施
設
に
つ
い
て

は
、
男
女
の
判
定
等
、
認
定

外
の
検
査
も
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
触
れ
、
「
十
分
な
遺

伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
行
わ

れ
な
い
状
況
の
下
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｔ
を
受
け
る
こ
と
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
広
が
る
恐
れ

も
あ
り
、
報
道
各
社
に
は
、

国
民
、
特
に
こ
れ
か
ら
子
ど

も
を
授
か
ろ
う
と
す
る
方
々

に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

注
意
喚
起
を
し
て
欲
し
い
」

と
協
力
を
求
め
た
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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第3回 医師たちによるクリスマス・チャリティコンサート
鑑賞者募集中

　日医では、昨年に引き続き、日医会員を含むユニットが演奏する、チャ
リティを目的とした「第3回医師たちによるクリスマス・チャリティコンサ
ート」を開催する。
　都道府県・郡市区等医師会のご協力の下、出演希望を募ったところ、定
数を大きく上回る応募があり、選考の結果、出演ユニットが決定した。
　ついては、皆さまにご鑑賞頂きたく、ぜひお申し込み願いたい。

日時：12月11日（日）11：30開場・12：00開演
場所：日医会館1階大講堂
入場料：無料（当日、会場にて募金を募る） 

　※集まった募金は、がん患者支援団体等への寄付を予定している。
申込方法：鑑賞希望者は、日医ホームページ（メンバーズルーム）か
ら専用申込用紙をダウンロードするか、必要事項〔①郵便番号②住所③
氏名④参加人数⑤電話番号⑥ FAX 番号（ FAX で申し込みをする方のみ）〕
を漏れなくご記入の上、｢クリスマス・チャリティコンサート鑑賞希望｣
と明記し、FAX、メール、郵送のいずれかの方法により申し込み願いたい。
　申込者には、後日、入場はがきを送付する。ただし、希望者が多数の
場合は先着順とし、定員になり次第締め切る。

申込締切：12月5日（月）必着
出演ユニット（合計 10 組）

＜ポピュラー部門＞ 5 組
佐賀市医師会ジャズバンド（佐賀県）
愛と賛歌（広島県）
ドクター ロバート（広島県）
Nossa Bossa Nova（神奈川県）
Gifu HOT SURGEONS（岐阜県）

＜クラシック部門＞ 5 組
デュオシス（大阪府）
東京ドクターズカルテット（東京都）
Joy’s Trio Friends（愛知県）
山口慶子（宮城県）
小田原医師会合唱団（神奈川県）

【オープニング・アクト】JYONIN’S
【プロゲスト】古澤　巌（ヴァイオリニスト）
【司会】濱中　博久（元NHKアナウンサー）

申し込み・問い合わせ先：
日医年金 ･ 税制課　クリスマス ･ チャリティコンサート係
〒113-8621　東京都文京区本駒込2-28-16
03-3942-6487（直）　平日9：30~17：00
03-3942-6503
xmascc＠po.med.or.jp

※未就学児童の入場は、ご遠慮下さい。

第
38
回
産
業
保
健
活
動
推

進
全
国
会
議
が
10
月
13
日
、

日
医
会
館
大
講
堂
で
開
催
さ

れ
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
横
倉
義
武
会
長
は
、
「
勤

務
医
を
始
め
と
す
る
医
療
従

事
者
の
健
康
管
理
や
作
業
環

境
管
理
な
ど
、
環
境
の
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
医
療

機
関
に
お
け
る
産
業
保
健
の

推
進
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い

る
」
と
指
摘
。

ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法

が
改
正
さ
れ
、
昨
年
12
月
よ

り
労
働
者
に
対
し
て
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
業
務
量

の
増
大
と
と
も
に
訴
訟
リ
ス

ク
に
対
す
る
負
担
感
を
持
つ

産
業
医
の
先
生
方
が
い
る
こ

と
か
ら
、
日
医
で
は
本
年
７

月
か
ら
、
産
業
医
や
学
校
医

等
の
活
動
に
伴
う
日
医
医
師

賠
償
責
任
保
険
の
補
償
を
拡

充
し
た
と
し
た
。

更
に
、
近
年
で
は
、
治
療

を
受
け
な
が
ら
就
労
を
続
け

る
労
働
者
も
増
加
し
て
お

り
、
労
働
者
に
対
す
る
治
療

と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
が

新
た
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
も
言
及
。
日
医
認
定

産
業
医
や
産
業
保
健
活
動
総

合
支
援
事
業
に
期
待

さ
れ
る
役
割
は
ま
す

ま
す
増
大
す
る
こ
と

か
ら
、
都
道
府
県
・

郡
市
区
等
医
師
会
が

安
心
し
て
主
体
的
に

取
り
組
め
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
に
、
今
後
も
厚

生
労
働
省
と
の
折
衝
を
重
ね

て
い
く
と
し
た
。

続
い
て
、
塩
崎
恭
久
厚
労

大
臣
（
田
中
誠
二
厚
労
省
労

働
基
準
局
安
全
衛
生
部
長
代

読
）
並
び
に
、
有
賀
徹
労
働

者
健
康
安
全
機
構
理
事
長
、

櫻
井
治
彦
産
業
医
学
振
興
財

団
理
事
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
活
動
事
例
報
告

と
し
て
、
小
松
満
茨
城
産
業

保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
並
び
に
浅
井
俊
夫
酒
田
地

域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
、
お
の

お
の
の
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
、
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。

説
明
・
報
告
で
は
、
武
田

康
久
厚
労
省
労
働
基
準
局
安

全
衛
生
部
労
働
衛
生
課
長

が
、
「
最
近
の
労
働
衛
生
行

政
の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
を
行
っ
た
。

同
課
長
は
、
ま
ず
、
昨
年

12
月
に
施
行
さ
れ
た
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
及
び
「
産

業
医
制
度
の
在
り
方
に
関
す

る
検
討
会
」
で
の
検
討
項
目

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
「
両
立
支
援
を
行

う
た
め
の
環
境
整
備
」と「
個

別
の
両
立
支
援
の
進
め
方
」

を
２
本
の
柱
に
具
体
的
な
取

り
組
み
方
法
等
を
取
り
ま
と

め
た
『
治
療
と
職
業
生
活
の

両
立
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』
に
つ
い
て
、
そ
の

概
要
を
解
説
し
た
。

産
業
保
健
の
推
進
を
テ
ー

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

続
い
て
、
松
本
吉
郎
常
任

理
事
の
司
会
の
下
、
「
医
療

機
関
に
お
け
る
産
業
保
健
の

推
進
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

相
澤
好
治
北
里
大
学
名
誉

教
授
は
、
「
体
制
作
り
─

産

業
医
の
役
割
を
中
心
に
─
」

と
題
し
、
多
く
の
危
険
有
害

要
因
が
存
在
す
る
医
療
機
関

で
の
働
き
方
の
問
題
や
労
働

衛
生
管
理
体
制
に
つ
い
て
説

明
。
医
療
機
関
で
の
産
業
保

健
活
動
は
、
医
療
従
事
者
の

健
康
と
安
全
を
守
り
、
よ
り

良
い
医
療
を
患
者
に
提
供
す

る
基
盤
に
な
る
と
し
て
、
産

業
医
が
職
務
を
適
切
に
行
う

た
め
の
環
境
整
備
が
重
要
で

あ
る
と
し
た
。

中
嶋
義
文
三
井
記
念
病
院

精
神
科
部
長
の
「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
」
に
つ
い
て
の

講
演
で
は
、
日
医
の
「
勤
務

医
の
健
康
支
援
に
関
す
る
検

討
委
員
会
」
が
平
成
27
年
に

実
施
し
た
「
勤
務
医
の
健
康

の
現
状
と
支
援
の
あ
り
方
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

の
結
果
を
報
告
。
ま
た
、
自

身
が
勤
務
し
て
い
る
病
院
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
の
た

め
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
精
神
科
を
専
門

と
す
る
産
業
医
の
立
場
か

ら
、
「
医
療
機
関
に
お
け
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
対
策

は
、産
業
医
だ
け
で
は
な
く
、

複
数
の
人
間
が
関
わ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
」と
述
べ
た
。

吉
川
徹
労
働
者
健
康
安
全

機
構
労
働
安
全
衛
生
総
合
研

究
所
過
労
死
等
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー
長
代
理
は
、
「
勤
務

医
の
健
康
支
援
」と
題
し
て
、

医
療
勤
務
環
境
の
改
善
が
な

ぜ
必
要
な
の
か
、
医
師
（
勤

務
医
）
の
過
重
労
働
を
中
心

に
解
説
し
た
。

ま
た
、
「
勤
務
医
の
健
康

の
現
状
と
支
援
の
あ
り
方
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

の
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、

勤
務
医
の
健
康
支
援
と
し
て

は
、「
自
助
」「
共
助
」「
互
助
」

の
３
つ
の
視
点
が
重
要
で
あ

る
と
指
摘
し
た
。

和
田
耕
治
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
医
療
協

力
局
は
、
「
労
働
衛
生
の
リ

ス
ク
対
策
─
感
染
症
を
中
心

に
─
」
と
題
し
て
講
演
を
行

い
、
（
１
）
ワ
ク
チ
ン
で
予

防
可
能
な
疾
患
の
対
策
強

化
、
（
２
）
院
内
感
染
担
当

部
署
と
の
更
な
る
連
携
、

（
３
）
血
液
媒
介
感
染
症
の

感
染
患
者
へ
の
医
療
従
事
者

の
差
別
偏
見
対
策

─
に
つ

い
て
説
明
。
「
今
後
、
医
療

従
事
者
に
お
け
る
産
業
保
健

を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い

く
べ
き
か
を
考
え
る
時
に
き

て
い
る
」
と
し
た
上
で
、
産

業
医
の
役
割
の
重
要
性
を
改

め
て
強
調
し
た
。

協
議
で
は
、
相
澤
日
医
産

業
保
健
委
員
会
委
員
長
の
司

会
の
下
、
武
田
労
働
衛
生
課

長
、
亀
澤
典
子
労
働
者
健
康

福
祉
機
構
理
事
、
及
川
桂
産

業
医
学
振
興
財
団
事
務
局

長
、
松
本
（
吉
）
常
任
理
事

が
、
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
６

件
の
質
問
・
要
望
及
び
フ
ロ

ア
か
ら
の
質
問
に
そ
れ
ぞ
れ

回
答
を
行
っ
た
。

産
業
保
健
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議

第
38
回
産
業
保
健
活
動
推
進
全
国
会
議

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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精神科指定病院を中心に、42年にわたり、急性期・慢
性期の障害を持つ患者の治療に尽力。更に、宮城精神保健
指導医として、気仙沼地域の精神保健相談を担うとともに、
20余年にわたり障害児巡回相談を実践。
また、特別養護老人ホーム、知的障害者更生施設の嘱託
医として、入所者のメンタルケアと健康保持増進に当たり、
住み慣れた地域で安心して生活が送れるよう、環境整備に
取り組んだ。加えて、東日本大震災後には、被災者の心の
ケアに努め、PTSDの防止に貢献した。

精神保健福祉事業に著しく貢献した功労者奥山 保男 先生

（83歳　宮城県）

秋田県医師会役員として広報部門・健康教育部門を担当
し、テレビ・ラジオ・活字メディアを通じ、県民に医療情
報を的確に提供。10年間50本の制作に携わった番組「医
療をささえる群像」は、その時々で問題となっている疾病
や地域に根付いた医療の紹介から最先端医療にわたる内容
にまで及び、県民に大きな影響を与えた。
更に、健康教育として、県内郡市医師会における「医療
を考える集い」の実施に尽力し、地域住民の健康意識の向
上発展に多大な貢献をした。

広報活動を通じて医療における県民意識を高めた功労者針生 敬三 先生

（84歳　秋田県）

戸塚区医師会役員を歴任中、医師会事業推進のまとめ役
として、休日急患診療所の運営や戸塚区医師会訪問看護ス
テーションの開設に尽力。
また、横浜市医師会では、肺がん検診あり方検討委員会
委員等を務め、市域の肺がん検診事業の立ち上げから参画
し重責を担うとともに、同市救急医療センター長を務め、
一次救急医療の円滑な実施・拡充に抜群の指導力を発揮す
る等、地域における公衆衛生活動及び救急医療体制の充実
に努めている。

公衆衛生活動及び救急医療体制の充実に貢献した功労者新海 毅 先生

（72歳　神奈川県）

一貫して脳卒中と認知症研究に力を尽くし、両分野での
多くの学会や研究会を主催。
更に、平成12年から15年間、ワクチン療法研究施設長
として、丸山ワクチン使用法の検討や、同ワクチンと化学
療法との併用により、化学療法の効果が妨げられる報告は
ないことを証明するとともに、同ワクチンを使用している
全国2,000名以上の患者家族の相談をいつでも受け付ける
窓口を開き続け、家族全体を一単位としたアプローチを展
開するなど、一筋に医療サービスに貢献した。

脳卒中・認知症研究及びがん診療に貢献した功労者永積 惇 先生

（79歳　東京都）

高齢者の慢性疾患への対応や長期療養が可能な病棟を自
院に備えるなど、35年余にわたり「医療と介護の連携」
を重視した地域医療の第一線で活躍。
いわき市医師会理事・副会長を歴任中、医療と介護の多
職種連携づくり、リビングウィルの作成や医療提供体制の
効率化と医療の質の向上に努めるとともに、介護支援専門
員の資質向上を図るなど、保健・医療・福祉のチームケア
を推進し、地域包括ケアの確立に現在も尽力している。

地域の医療・介護・福祉の充実・発展に貢献した功労者中村 雅英 先生

（74歳　福島県）

　日本医師会最高優功賞のうち、都道府県医師会長推薦に
よる「医学、医術の研究又は地域における医療活動により、
医学、医療の発展又は社会福祉の向上に貢献し、特に功績
顕著なる功労者」と、その受賞理由を紹介する。

第69回日本医師会設立記念医学大会 受賞者の功績紹介
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在宅医療の連携を進めるため、現在では年5回定期的に
開催されている多職種研修会「新潟市医師会在宅医療講座」
を立ち上げた。
また、新潟市が全国に先駆けて内視鏡検診を導入する際、
感染防止や検査に伴うリスクマネジメントを織り込んだ新
潟市独自のガイドラインの作成等、胃内視鏡施設検診シス
テムづくりを先頭となって完成させた。本システムには厚
生労働省も注目し、市町村の実施する「胃がん検診の指針」
改定のきっかけにもつながった。

在宅医療の推進及び胃がん検診の充実に貢献した功労者佐野 正俊 先生

（71歳　新潟県）

岡山市医師会役員等として、市民の健康保持増進に資す
るよう、関係機関・団体、地区組織との連絡・調整などに
尽力。中でも、岡山市休日急患診療所（現、岡山市休日夜
間急患診療所）、在宅当番医制（内科・小児科系）及び専
門科医在宅当番医制（眼科、耳鼻科、産科、泌尿器科）に
よる時間外診療体制の確保に努めるとともに、健診事業へ
も積極的に参画。
また、行政との密接な協働により予防接種事業を推進す
る等、市民の健康保持増進に貢献した。

地域医療体制の整備及び公衆衛生活動に貢献した功労者田中 茂人 先生

（76歳　岡山県）

金沢市の子宮頸がん検診への全国初となるヒトパピロー
マウイルス検査の導入や、インターネットによる医療情報
等の連絡網であるハートネットホスピタルの整備などに力
を注いだ。
また、石川県医師会副会長として、死因究明システムの
構築に大きく貢献するとともに、石川県産婦人科医会長在
任中、石川県警察本部との協力の下に、石川県性犯罪捜査
協力産婦人科医会の創設に尽力する等、母子保健の推進や
周産期医療の充実に大きく寄与した。

母子保健の推進及び周産期医療の充実に著しく貢献した功労者浮田 俊彦 先生

（74歳　石川県）

56年の長きにわたり、産科医療を通じて、地域の母子
保健の向上に尽力。三原市の実施する妊婦・乳幼児健康診
査及び妊産婦指導等に積極的に協力し、子どもと子育て家
庭にやさしいまちづくりの推進に努めた。
更に、三原産婦人科医会（三水会）を発会し、学習会、
情報交換会を定期的に開催する等、市の産婦人科医の先頭
に立って医療従事者の資質向上に注力するとともに、三原
看護高等専修学校の教員に就任し、看護師養成に貢献した。

母子保健及び産科医療に著しく貢献した功労者難波 幸一 先生

（88歳　広島県）

岐阜市医師会役員として病診連携システムの普及、結核
予防等を中心とした感染症対策に尽力。臨床医のための結
核菌検査の手順書を作成し、結核菌検査の正しい普及と啓
発に努めるとともに、病院・医院を結ぶパイプラインとし
て病診連携と患者情報サマリーシステムを開発し、地域医
療連携の推進に尽力した。
また、ITを利用した地域医療連携の必要性を唱え、デ
ータ様式の標準化や医療連携ソフトの開発、個人情報を保
護するための対策の確立等に努めた。

公衆衛生活動及び地域医療連携の推進に貢献した功労者川出 靖彦 先生

（71歳　岐阜県）

松山市医師会役員として、「松山看護専門学校」設立に
関わり、平成2年には学校長に就任。チーム医療の普及や
訪問看護、介護施設等での看護職の需要増加を見越して、
会員への看護職養成増員の必要性の周知・説明、行政等へ
の定員増や補助金の要請に奔走し、看護学校新校舎を落成
させたことは、現在の松山圏域の看護職の需給に大きな役
割を果たしている。
また、在宅介護支援センターを受託し介護保険に取り組
む等、松山医療圏の社会福祉の向上に貢献した。

医師会活動を通じて看護師養成に著しく貢献した功労者鉾石 武一郎 先生

（84歳　愛媛県）

鈴鹿市応急診療所の立ち上げと運営体制の充実、地域救
急医療体制の整備や災害時医療対策の推進等に尽力。超高
齢社会を踏まえて平成23年6月には「鈴鹿市地域包括在宅
医療ケアシステム」を始動させ、主治医とケアマネジャー
が中心となった多職種協働によるシステムづくりを推進し
た。
また、災害時の対策として『大規模災害急性期対応マニ
ュアル』と『大規模災害亜急性期対応マニュアル』を作成
するなど、医師会医療班の総責任者として活躍している。

在宅医療及び災害医療の推進に貢献した功労者西城 英郎 先生

（72歳　三重県）

昭和60年に西日本臓器移植ネットワークを設立。平成8
年には九州初の生体肝移植を成功させるとともに、国内2
例目のドミノ肝移植を成功させる等、肝移植の手術は70
例以上に及び、国内の肝移植の基礎を築いた。
現在では、研修会を開催し医療従事者の育成に努めてい
る他、在宅医療の相談窓口となる「在宅総合支援センター」
センター長として、本事業と医師会病院を連携させ、機能
的な地域包括ケアシステムを構築するなど、医療と福祉の
向上に努めている。

臓器移植医療に著しく貢献した功労者杉町 圭蔵 先生

（78歳　福岡県）

京都府医師会大腸がん検診委員会委員長として、『大腸
がん検診総合マニュアル』や大腸がん調査票を作成する等、
大腸がん検診の普及に献身的に取り組むとともに、大腸が
ん検診の受診率、精検受診率の低さを問題視し、行政に対
し集団健診会場での検体回収を提言。現在ではその方法が
定着し、受診率向上につながっている。
また、「府民の健康を守る」という視点から、医療機関
に対して保険診療に係る知識の普及・徹底に尽力した。

医療・介護保険制度の充実及び大腸がん検診の促進に貢献した功労者安達 秀樹 先生

（71歳　京都府）

川内市医師会役員として、早くから、近代的救急医療や
高度医療の施設改善を提唱する等、精力的に奔走し、市民
が待望した総合的医療機能を備えた病院「川内市医師会立
市民病院」を開院。
また、43年間にわたり、学校医として児童・生徒の健
康管理に寄与するとともに、看護職員等の養成にも献身的
に取り組み、近隣4医師会と連携・協力し、鹿児島県北部
初となる看護師養成施設「川内看護専門学校」を開校する
等、地域の医療の充実・発展、社会福祉の向上に多大に貢
献した。

地域医療の充実及び保健衛生活動に貢献した功労者岩切 孔 先生

（88歳　鹿児島県）

開業以来45年間で腱板断裂修復術を4,600例以上行うな
ど、治療における追跡調査や分析結果は大変貴重なものと
なっている。また、国内のみならず国外からの研修医師も
多く受け入れ、医師の育成にも熱心に努めている。
更に、病院敷地内に開設された研究所の運動解析スタジ
オと三次元運動解析システムを活用したスポーツ障害の動
作解析は、プロからアマまでスポーツへの貢献度も高く、
国内外の研究者にも広く教授するなど、長年にわたる研究
成果は整形外科医療の発展に大きく寄与している。

整形外科医療の発展に著しく貢献した功労者信原 克哉 先生

（83歳　兵庫県）

沖縄県で2度大きな麻疹の流行（平成11年以降）があっ
た際、麻疹流行を撲滅すべく「はしか“0”プロジェクト」
を発足。多岐にわたる活動を、プロジェクト委員会事務局
長、委員長として全県的に取り組んだ結果、17年には麻
疹患者発生ゼロを達成。本プロジェクトは、全国的に高く
評価され、沖縄方式として各県で展開された。
また、『中部地区医師会学校健診マニュアル』作成の委
員長として、毎年改訂版の作成に貢献するなど、地域の保
健衛生活動の円滑な運営に尽力している。

保健衛生活動を通じて麻疹撲滅に著しく貢献した功労者知念 正雄 先生

（79歳　沖縄県）
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美郷町地域包括医療局総院長／宮崎県医師会常任理事
金丸吉昌

総合診療専門医への期待

勤務医にとっての
日医とは
愛知県医師会理事　伊藤健一
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新
し
く
予
定
、
検
討
さ
れ

て
い
る
新
た
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専
門
医
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仕

組
み
の
中
で
、
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合
診
療
専

門
医
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基
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領
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第
19
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目
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門
医
と
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て
位
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づ

け
ら
れ
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。
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し
て
、

①
日
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遭
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る
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に
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し
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期
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と
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全
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②
疾
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地
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健
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す
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き
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い
で
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期
待
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れ
る
役
割

総
合
診
療
専
門
医
に
は
、

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
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ー

ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
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「
地
域
を
診
る
医
師
」
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し

て
の
視
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も
重
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で
あ
り
、

他
の
領
域
別
専
門
医
や
多
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種
と
連
携
し
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多
様
な
医
療

サ
ー
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的
か
つ
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す
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と
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期
待

さ
れ
る
と
さ
れ
た
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ま
さ
に
、
昔
か
ら
全
国
の

か
か
り
つ
け
医
や
中
小
病
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に
勤
務
す
る
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師
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、
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け
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ろ
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か
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超
高
齢
社
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と
な
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疾
病
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造
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し
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活
習
慣

病
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中
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。
そ
し

て
治
療
の
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た
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多
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す
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医
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地
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だ
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治
療
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一
方
、
全
国
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き
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、
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医
療
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会
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が
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昔
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し
か
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医
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配
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い
る
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地
域
の
医
師
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あ
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し
く
養

成
さ
れ
る
総
合
診
療
専
門
医

も
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て

活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
、
ま

た
中
小
病
院
に
勤
務
す
る
総

合
診
療
専
門
医
も
、
か
か
り

つ
け
医
機
能
を
し
っ
か
り
発

揮
し
て
い
く
こ
と
が
、
期
待

さ
れ
る
役
割
と
な
る
の
で
は

な
い
か
。
他
の
領
域
別
の
専

門
医
、
あ
る
い
は
サ
ブ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
の
二
人
三
脚

で
総
合
的
な
診
療
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
、
地
域
包
括

ケ
ア
の
核
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

総
合
診
療
専
門
医
の
育
成

総
合
診
療
専
門
医
の
育
成

の
場
は
、
全
国
の
へ
き
地
、

離
島
、
中
小
病
院
が
最
も
適

し
た
場
だ
と
考
え
て
い
る
。

医
師
は
「
患
者
に
よ
っ
て

医
師
に
な
っ
て
い
く
」
の
で
、

こ
れ
ら
の
場
で
国
民
に
と
っ

て
期
待
さ
れ
る
総
合
診
療
専

門
医
が
育
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

今
、
新
し
く
な
っ
た
日
本

専
門
医
機
構
で
、
立
ち
止
ま

っ
て
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る

状
況
に
あ
る
の
で
、
初
め
の

定
義
等
の
原
点
に
立
ち
返
っ

て
、
総
合
診
療
専
門
医
の
議

論
も
進
む
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
い
る
。

当
然
で
は
あ
る
が
、
他
の

18
領
域
の
専
門
医
と
の
関
係

性
の
調
整
の
議
論
も
し
っ
か

り
と
重
ね
て
頂
き
、
総
合
診

療
専
門
医
が
、
特
に
総
合
内

科
専
門
医
と
の
違
い
に
つ
い

て
、
国
民
か
ら
見
て
も
、
医

療
提
供
側
か
ら
見
て
も
、
分

か
り
や
す
く
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

総
合
診
療
専
門
医
を
取
得

後
の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

へ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
も
、
他

の
内
科
専
門
医
や
外
科
専
門

医
と
同
じ
よ
う
に
総
合
診
療

専
門
医
に
示
す
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
ま
た
、
他
領
域

の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
か

ら
総
合
診
療
専
門
医
へ
の
転

向
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
立
ち
止
ま
っ
た
期

間
に
し
っ
か
り
と
議
論
し
て

頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
整

備
基
準
が
決
定
さ
れ
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
つ
く
り
、
こ
れ
か

ら
の
専
攻
医
に
提
示
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
全

国
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
医
師
、
中

小
病
院
等
で
か
か
り
つ
け
医

機
能
を
担
っ
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
医
師
、
へ
き
地
・
離
島

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
医
師

に
、
全
て
指
導
医
と
し
て
総

合
診
療
専
門
医
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
頂
く
こ
と
が
大
変

期
待
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

お
わ
り
に

最
後
に
な
る
が
、
新
た
な

専
門
医
の
仕
組
み
に
つ
い
て

立
ち
止
ま
っ
て
改
め
て
議
論

が
始
ま
っ
た
。
地
域
で
暮
ら

し
て
い
る
人
々
か
ら
見
て
、

分
か
り
や
す
く
、
安
心
と
信

頼
を
も
っ
て
、
適
切
に
医
療

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
最
も

基
本
で
あ
り
、
姿
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

平
成
26
年
の
医
師
・
歯
科

医
師
・
薬
剤
師
調
査
（
厚
生

労
働
省
）
に
よ
る
と
、
わ
が

国
の
医
師
数
は
31
万
１
２
０

５
名
、
う
ち
同
年
12
月
１
日

現
在
の
日
医
会
員
数
は
16
万

６
１
２
１
名
で
、
そ
の
内
訳

は
、
Ａ
①
会
員
８
万
３
７
６

５
名
、
Ａ
②
（
Ｂ
）
及
び
Ｂ

会
員
約
８
万
６
５
１
名
、
Ａ

②
（
Ｃ
）
及
び
Ｃ
会
員
約
１

７
０
５
名
で
あ
る
。

一
方
、
厚
労
省
の
同
調
査

よ
り
、
病
院
勤
務
医
師
数
は

約
18
万
９
６
０
０
名
、
医
療

機
関
の
開
設
者
医
師
数
は
約

７
万
７
８
０
０
名
と
推
計
で

き
る
こ
と
か
ら
、
日
医
会
員

で
な
い
医
師
の
大
半
が
病
院

勤
務
医
で
あ
る
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
ま
た
、
日
医

の
勤
務
医
会
員
数
・
勤
務
医

部
会
設
立
状
況
等
調
査
に
よ

れ
ば
、
平
成
27
年
11
月
１
日

現
在
の
勤
務
医
の
日
医
代
議

員
数
は
約
１
割
に
過
ぎ
な

い
。
勤
務
医
か
ら
の
代
議
員

数
が
構
成
比
率
を
考
え
る
と

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

日
医
は
、
病
院
勤
務
医
の

意
見
集
約
の
方
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
勤
務

医
対
策
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
今
こ
そ
日
医
内
で
、
根

本
的
に
未
来
に
揺
る
ぎ
な
い

日
医
の
組
織
を
議
論
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

医
師
会
は
職
能
団
体
と
し

て
の
専
門
家
集
団
と
し
て
、

医
師
個
人
の
権
利
擁
護
な
ど

を
目
的
と
す
る
機
能
と
は
別

に
、
診
療
実
務
上
、
診
療
所
、

病
院
の
二
つ
の
機
能
を
持
つ

と
し
て
は
ど
う
か
。
医
師
と

し
て
の
職
能
団
体
の
下
に
、

診
療
所
（
小
規
模
医
療
機

関
）、
病
院
（
中
大
規
模
医

療
機
関
）
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ

の
職
域
を
担
う
団
体
を
置
く

と
い
う
構
成
が
必
要
と
考
え

る
。
今
後
、
医
師
過
剰
を
含

め
て
新
規
開
業
も
簡
単
で
は

な
い
時
が
い
ず
れ
来
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
政
治
に
対
し

て
、
あ
る
い
は
国
民
に
対
し

て
、
医
師
の
権
利
を
擁
護
し

つ
つ
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
を
も
っ

て
、
安
心
し
て
医
師
が
医
療

を
行
う
環
境
を
整
え
る
労
力

を
日
医
に
は
望
み
た
い
。

今
こ
そ
、
日
医
と
い
う
組

織
に
つ
い
て
の
真し

ん

し摯
な
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
今
、
大

切
な
議
論
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

も
あ
る
。
限
ら
れ
た
時
間
し

か
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

し
っ
か
り
と
集
中
し
て
検
討

が
重
ね
ら
れ
、
新
た
な
専
門

医
の
仕
組
み
が
、
国
民
に
と

っ
て
、
地
域
の
未
来
に
と
っ

て
、
安
心
で
信
頼
で
き
る
も

の
と
な
り
、
ま
た
、
こ
れ
か

ら
総
合
診
療
専
門
医
を
目
指

す
医
師
に
と
っ
て
も
分
か
り

や
す
く
、
そ
し
て
誇
り
も
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
姿
に
な

っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
る
。

※SAMPLE※

日本医師会電子認証センター
http://www.jmaca.med.or.jp　E-mail  toiawase@jmaca.med.or.jp

─どのようにして
    医師であることを証明しますか─

「私は医師です」

　医師資格証（HPKIカード）
の提示やICチップ機能で
「医師である」ことを証明す
ることができます。
　詳しくは当センターホー
ムページをご覧下さい。




